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デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容） 

（種類） ①  
（左記が①の場合

の分野） 
中小企業 

【デジタルを活用した取組の全体概要】 

〇昨今の人手不足・人材不足・コスト高等に対応するため、中小製造事業者

等へのＩｏＴ・ＡＩ等の導入支援によるＤＸ(デジタルトランスフォーメーシ

ョン)を促進し、労働生産性向上や競争力強化を行う取組。 

①ＩＴ利活用支援  

①―１専門家派遣 

専門家派遣によりＩＴ利活用の伴走支援（現行業務分析、IT ツール・

クラウドサービス選定、RFP 作成、IT 人材育成等）を行い、継続的で

自走可能なＩＴ利活用を支援。 

①―２導入補助金 

①―１を活用し選定したＩＴツール等の導入を補助 

 ②ＩｏＴ・ＡＩ等先端技術導入支援 

  ②―１検証補助金 

導入効果の高いＩｏＴ・ＡＩ等の選定コンサルティングや事前検証を

補助 

  ②―２導入補助金 

   ②―１を活用、もしくは独自に検証したＩｏＴ・ＡＩ・ロボット等の

導入を補助 

〇支援内容は、ただ単に補助金を支給するのではなく、前段階での専門家に

よる伴走支援や、検証作業自体に対する補助金を設けることで、企業規模や

状況に応じた様々なデジタル化の課題に対応したデジタル技術活用の取り組

みを効果的かつ円滑に進める支援をパッケージとして提供する。 

【実施に至る経緯・動機】 

〇市内企業の人手不足やコスト増の課題解決には、企業のデジタル化による

労働生産性向上が必要。ただし、ＩＴ、ＩｏＴ、ロボット等の活用の必要性

は感じていても、小規模事業者や中小製造事業者等には、身近な相談相手や

具体的方法がわからない、ＩｏＴ,ＡＩ等の効果が不明等の課題があると分

析。 

【解決する課題の具体的内容】 

〇企業の課題を専門家により分析し、適切なＩＴツールの選定で、企業の労

働生産性向上を図る。 



〇ＩｏＴ、ＡＩ、ロボット等に際しては、事前検証により必要性や実現可能

性を確認したものを実装する。 

デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

支援パッケージ活用企業数 

  令和２年度 令和３年度 

ＩＴ利活用支援 専門家派遣 ４ ４ 

導入補助金 ４ ４ 

ＩｏＴ・ＡＩ等先端技

術導入支援 

検証補助金 ５ ５ 

導入補助金  ５ 

合計  １３ １８ 
 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

「四つの支援をパッケージとして展開」 

〇企業のデジタル化のレベルに応じた支援 

「ＩＴ利活用支援」は、ＩＴノウハウが少なくデジタル化が進んでいない事業

者向け。 

「ＩｏＴ・ＡＩ等先端技術導入支援」は、デジタル化スキルが一定以上あり、

補助事業による検証を通じＩｏＴ、ＡＩ、ロボット等を検討できる事業者向け。 

〇二段階の支援 

専門家による伴走支援や事前検証作業への補助金と、実導入への補助金を両方

用意し、２段階での支援を行うことで、従来の導入のみの補助金と比べ、確実

で高い投資・導入効果を期待。 

今後の展望 

支援パッケージの拡大 

〇今年度から成功事例の横展開の促進と、企業のニーズである身近なＩＴ・ロ

ボット事業者等とのマッチング（ＤＸ推進マッチング事業）を実施することで、

企業が身近な相談相手を見つけることや、ＩＴ化ＤＸ化への興味を広げ、裾野

が拡大することを目指す。これにより、市内製造事業者等の持続的な労働生産

性向上、競争力強化と市内ＩＴ・ロボット事業者等の技術力向上、また、域内

での経済循環を期待している。 

「ＤＸ推進マッチング事業」 

①ＤＸに取り組む市内製造事業者等を募集し、課題整理を支援 

②さらに組み合わせを作成、面談会を行い、応募事業者と市内ＩＴ・ロボ

ット事業者等のマッチングを図る 

③面談会後のフォローアップ（相談対応）により、マッチングを促進  
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